吉田周監

　　　「吉田氏はもと宇多天皇の後胤なる事系図に明らかなれば、ここにもらしつかくて周監師の父周貞師の世までは、よしありて泊の里に移動り、文化三と廿二月の二日、医師の業をなむはじめられける。かれに子三人あり。そは道斉師と源左衞門とこれは倉吉落合家を継ぐ。はた周監師となり。（中略）

　　　さて、弟周監師はその心さますなほにして人皆かしつきけるに、生れつきあそび事にこり、酒のむことにふけりて、家の業さへうとかりしが、その代をつかるる事にさへなりければ、かくてはあらしとおのれと心をふりおこして、ついにはあそび事さえ日にうせ、うまき酒さえのまぬこととは成りぬ。かくて日に日に家もさかへ、子もまたふたりあり。（下略）」
　これは吉田家にもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),拠)った三枝真洞が、周監の求めに応じて家史の小文を綴った一節である。
　周監は医師周貞の三男として文政五年に生まれた。兄道斉は医業を継ぎ、漢詩も巧みで「詩稿」や「蓮州先生添削吉田道斉録」を残している。

　周監は初め周吉といい、天保7年兄の死と2年後の父の死に遭い、発奮して医学修業に励んだ。京都へ修業にも出た。藩記録に、

　　　　　　　　　河村郡泊村内住居浪人医師吉田周監

　　右は此度在中住居御免なされ、郡奉行触口仰付けらる。（読下し）

とある。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こおり),郡)奉行EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じきぶれ),直触)とは、その業蹟を認めたからであろう。吉田の寺子屋も知られており、庶民教育にも功があった。明治4年没。

　周監が築いた泊吉田医家の跡は連綿と続いているが、次は慶応4年二男弓蔵の医学修業願である。

　　慶応四年十二月三日

　一河村郡泊村住居浪人医師吉田周監儀、左之達書差出し候ニ付、小書相添申達し置候処、付紙を以御聞届相済候ニ付、其段申遣す。

　　一私二男弓蔵当辰十八歳、右医学寮え為修業差出し度候間、此段御達し申上候。以上。

　　　　　　　　　　　十一月廿三日

吉田周監

三沢清之進様

　　　小書

　　　在中医師吉田周監督儀、別紙之通申達候間、此段申上候申達候趣、医学寮御講書日出仕并入学毎日修業共、同所御役人之承合之上罷出候様可被申渡事。
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